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夢
を
忘
れ
ず
に
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会
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江
　
一ホ
　
市

三
年
生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

ま
た
、
同
窓
会

へ
の
ご
加
入
を
心
よ
り
歓
迎
申
し
上
げ
ま
す
。

在
学
三
年
間
、
皆
さ
ん
は
文
武
両
道
に
わ
た
り
ご
活
躍
さ

れ
、
花
高
健
児
の
存
在
を

い
か
ん
な
く
発
揮
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

卒
業
後
の
進
路
は
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
り
ま
す
が
、
自
ら
が

選
択
し
た
将
来
像
実
現
の
た
め
に
邁
進
さ
れ
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。
近
年
最
大
の
朗
報
は
、
陸
上
競
技
界
に
お
け
る
松
宮

兄
弟
と
ス
キ
ー
競
技
界
の
畠
山
、
小
林
両
君
の
頑
張
り
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。
当
人
た
ち
は
今
、
更
に
大
き
な
目
標
に
向
か

っ
て

一
生
懸
命
研
鑽
を
積
ん
で
お
ら
れ
ま
す
し
、
同
窓
会
員

は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
皆
さ
ん
も
大
き
な
声
援
を
送

っ
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
雄
飛
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
と

っ
て
現
下
の
社
会
経

済
情
勢
は
誠
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
闇
夜
で
の
航
行
に
等

し
く
不
安
も
多

い
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
常
に
前
向
き
志
向

で
信
念
を
も

っ
て
行
動
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
全
国
各
地

に
在
住
す
る
同
窓
先
輩
も
応
援
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

同
窓
会
本
部
に
お
い
て
は
昨
年
経
理
事
務
の
不
祥
事
が
発

生
し
、
会
員
の
皆
様
に
は
大
変
ご
心
配
を
お
か
け
致
し
ま
し

た
が
、
今
、
司
直
の
手
で
解
明
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
当
会

と
し
て
も
再
発
の
防
止
と
、
〈
ム
の
活
性
化
に
資
す
る
た
め
に
、

執
行
体
制

（組
織
改
正
）
の
強
化
を
図

っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

結
び
に
卒
業
生
諸
君
の
限
り
な
き
前
途
を
祝
し
ご
挨
拶
と

致
し
ま
す
。

こ
の

一
年

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
母
校
に
対
し
、
物

心
両
面
に
わ
た
り
、
ご
支
援
ご
援
助
を
た
ま
わ
り
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
学
校
の
状
況
で
す
が
、
今
年
度
は
新
入
生

一

六
〇
名
を
迎
え
、
生
徒
総
数
四
六
三
名
で
ス
タ
ー
ト
し

て
お
り
ま
す
。
各
学
年
、
普
通
科
四
ク
ラ
ス
の
編
成
で

す
。
な
お
、
前
期

。
一
般

・
後
期
の
い
ず
れ
の
選
抜
も

定
員
を
超
え
る
志
望
が
あ
り
ま
し
た
。

来
年
度
入
学
生
に
つ
い
て
は
前
期
選
抜
の
定
員
を
増

や
し
ま
し
た
。
部
活
動
で
が
ん
ば
っ
た
人
に
加
え
、
学

習
面
で
が
ん
ば
っ
た
人
に
も
門
戸
を
開
き
ま
し
た
。

昨
年
三
月
の
卒
業
生
の
進
路
状
況
は
、
就
職
が
二

四

。
一
％
、
進
学
が
七
五

・
九
％
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
の
三
年
生
は
企
業
受
験
が
二
人
名
で
す
が
、

全
員
が

一
回
受
験
で
内
定
し
て
お
り
ま
す
。
内
定
取
り

消
し
も
あ
り
ま
せ
ん
。
大
学
セ
ン
タ
ー
試
験
は
五
七
名

が
受
験
し
ま
し
た
。
進
学
に
つ
い
て
は
朗
報
を
待

っ
て

い
る
最
中
で
す
。

本
校
は
、
進
学
も
企
業

へ
の
就
職
も
公
務
員
も
、
い

ず
れ
の
指
導
も
で
き
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
職
員
は
研
修
を
続
け
、
地
域
の
期
待
に
応
え
る
よ
う

努
力
し
ま
す
。

在
校
生
の
活
躍
で
は
、
陸
上
競
技
部
女
子
が
全
県
総

体
で
総
合
優
勝
し
ま
し
た
。
全
国
高
校
総
体
で
は
、
八

百
メ
ー
ト
ル
で

一
年
生
の
渋
谷
璃
沙
さ
ん
が
八
位
に
な

貧

武

田

幹

夫

り
ま
し
た
。

全
県
総
体
で
、
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
準
々
決

勝
ま
で
進
み
、
サ
ッ
カ
ー
と
卓
球
の
男
子
団
体
が
県
北

大
会
で
準
優
勝
し
て
い
ま
す
。

ス
キ
ー
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
県
体
が

終
わ

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
男
子
リ
レ
ー

・
男
子
大
回

転

・
純
飛
躍

・
複
合
で
優
勝
し
ま
し
た
。
卒
業
生
の
活

躍
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

卒
業
生
で
は
松
宮
隆
行
選
手
が
北
京
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク

に
出
場
し
、
多
く
の
同
窓
生
に
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま

し
た
。
特
に
、
在
校
生
は
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

花
高
祭
は
六
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
仮
装
パ
レ
ー
ド

は
、
商
店
街
を
歩
行
者
天
国
に
し
て
、
若
さ
あ
ふ
れ
る

踊
り
を
多
く
の
市
民
の
方

々
に
見
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。年

度
初
め
に
団
体
会
計
処
理
に
不
適
切
な
点
が
あ
る

こ
と
を
見

つ
け
、
全
容
解
明
を
公
正
に
進
め
て
き
ま
し

た
。　
一
月
に
元
の
臨
時
事
務
職
員
が
不
正
を
認
め
ま
し

た
。
現
在
は
点
検
や
監
査
を
今
ま
で
以
上
に
厳
し
く
行

っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
創
立
八
二
年
目
で
す
。
生
徒
達
は
、
元
気

い
っ
ぱ
い
学
習
や
部
活
動

・
学
校
行
事
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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平成20年度事業報告 (中間)

6月 17日 (火) 会計監査                       (花 輪高校)

6月 27日 (金)役 員会・総会                      (茅 rn‐荘)

7月 11日 (金)松 宮隆行選手壮行会  会長・校長・同窓生多数 (鹿角パークホテル)

同窓会から激励金手交

7月 12日 (土 )

7月 24日 (木 )

10月 17日 (金 )

10月 25日 (土 )

1月

1月 23日 (金 )

2月

2月 20日 (金 )

2月 28日 (土 )

3月 1日 (日 )

3月

秋田支部総会  大森副会長

宮城支部総会  大森副会長・校長

インターハイ出場選手激励式  会長

中間監査

東京同窓会 (花栄会)  会長、校長・事務局出席

浅利 忠先生への献花 。弔電

江幡直也元校長先生への弔電

インターハイ出場選手激励式  会長

役員会

同窓会報・部活後援会報発行

役員会

同窓会入会式・役員会

会報発行

東雲会送別会

(協働社大町ビル)

(ホ テルコムズ仙台)

(花輪高校 )

(私学会館 )

(花輪高校 )

(花輪高校 )

(花輪高校 )
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●収入の部

平成19年度同窓会決算書

平成19年4月 1日 ～平成20年 3月 31日

平成20年度同窓会予算書
平成20年 4月 1日～平成21年 3月 31日

単位:円  ●収入の部 単位:円

項 目 本年度予算額 本年度決算額 増減 摘 要

1.会 費 1,740,685 1,508,140 ∠ゝ232,545

(1)会 費 1,100.000 861,220 ∠ゝ238,780 同窓生会費

(2)入会金 640,685 646,920 6,235
454人 *120円 *

12ケ 月*098

2.繰越金
′
υ 383,264 0

3.雑収入 10 247.684 247,674
過年度分会費、
寄付金、
輛 lF.解 約 痢 自

合 計 2,123,959 2,139,088 15,129

項 目 本年度予算額前年度予算額 増減 摘 要

1.会 費 1,551,974 1,740.685 ∠ゝ188,711

(1)会 費 900,000 1,100,000 ∠ゝ200,000 同窓生会費

(2)入会金 651,974
Ｏ
Ｏ

次
υ

ハ
υ

”
生 11,289

462人 *120円 *

12ケ月*098

2.繰越金 370,687 383.264 △12,577

3.雑収入 10 10 0 利息

合 計 1,922,671 2,123,959 ∠ゝ201,288

●支出の部

項 目 年ヽ度予算額 増減 摘 要

1.会議費 100,000 21,209 ∠ゝ46,711 総会費用

2.会務費 685,000 177,800 △23.771

(1)旅 費
ｎ
υ

Ａ
υ 123,800 △22,870

秋llH支部、
宮城支部給会旅費

(2)消耗品費
ｎ
υ 0 ∠ゝ3.488 事務用品

(3)通信費 420,000 378,587 12,587
総会案内ハガキ、
振込用紙郵送代

(4)払込手数料
ｎ
υ

Ａ
υ 0 0 ∠ゝ10,000

3.事業費
ｎ
υ

ｎ
υ

ｎ
υ 397,379 50,064 ∠ゝ42.557

(1)印昴1費 350,000 335,464 50,064
同窓会報、
振込用紙印刷

(2)記念品費 110,000 0 ∠ゝ57,080
卒業記念品
(印鑑ケース)

(3)広告費 20,000 0 ∠ゝ11,005
総会広告料、
高校野球広告料

(4)行事費 10,000 0 0 ∠ゝ10.000

4.渉外費 60,000 0 ∠ゝ53,420

(1)負担費 10.000 0 ∠ゝ10,000

(2)渉外費 30,000 ∠ゝ24,000 送別会会費

(3)慶弔費
ｎ
υ

ｎ
υ

ハ
υ 0 ∠ゝ19,420 弔電代

5.助成費
Ａ
υ

ハ
υ

ｎ
υ

И
仕

／
仕 556.560 146.560

(1)部活動助成費 350,000 146,560
部活動後援会助成、
インターハイ激励

/tN

(2)支部助成費
ｎ
υ

ｎ
υ

ｎ
υ 0

秋田支部、
宮城支部活動費

6.備品費 13.000 12,900 0 △100 事業アルバム代

7.積立金
ｎ
υ

ｎ
υ

ｎ
υ 0 0 ∠ゝ300,000

8.雑 費 7,000 △6,600 印紙代

9.予備費 28,959 0 0 ∠ゝ28,959

合 計 2,123,959 1,478,457 △355,558

●支出の部

項 目 本年度予算額前年度予算額 増減 摘 要

1.会議費 50,000 100,000 ∠ゝ50,000 総会費用

2.会務費 630,000
ｎ
υ

０
０

′
υ △55,000

(1)旅 費 200,000
ハ
υ

Ａ
υ ∠ゝ50,000 支部総会旅費

(2)消耗品費
ｎ
υ

Ａ
υ 5,000 0 事務用品

(3)通信費 380,000 420,000 ∠ゝ40,000
総会案内ハガキ、

振込用紙郵送代

(4)払込手数料
ｎ
υ 10,000 郵便振替手数料

3.事業費
ハ
υ

力
生 490,000 ∠ゝ55,000

(1)印刷費 350,000 350,000 0
同窓会報、

振込用紙印刷

(2)記念品費 60.000 110,000 ∠ゝ50,000 卒業記念品

(3)広告費 20,000 20,000 0
総会、高校野球、

年賀

(4)行事費 5,000 10,000 ∠ゝ5,000 入会式

4.渉外費 45,000 60,000 ∠ゝ15.000

(1)負担費 5,000 10,000 ∠ゝ5,000
在京同窓会

連合会費

(2)渉外費 20,000
ｎ
υ

ｎ
υ

ｎ
υ ∠ゝ10,000 送別会等

(3)慶弔費 20,000
ｎ
υ

ｎ
υ 0 電報代

5.助成費 440,000
ｎ
υ

Ａ
υ

И
４

И
４ 0

(1)部活動助成費
ｎ
υ

ｎ
υ

ｎ
υ 350,000 0

部活動後援会、
激FjJ金

(2)支部助成費
ｎ
υ

ｎ
υ

ｎ
υ 90,000 0 支部活動費

6.備品費
ｎ
υ

ｎ
υ 13,000 0 事業アルバム代

7.積立金 200,000 300,000 ∠ゝ100,000 定期預金

8.雑 費 5,000 7.000 ∠ゝ2.000

9.予備費 104,671 28,959 75,712 ‖鯨刑ンピック出枷

合 計 1,922,671 2,123,959 ∠ゝ201,288

収入総額 支出総額 差引残高

2,139,088 1,768,401 370,687
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枷 期《平動 慇義鋤
学 年鞠 亭 妙 ら――言

‐Ⅲ

第61期 学年幹事

(平成20年度 卒業)

A組

斉 藤 千 秋

三ケ田 和 希

B組

木 村 望 美

湯 沢 真 好

C組

高 橋 凌 汰

余 良 桃 子

D組

千 葉   立

田 中 愛 衣

今 l」に のような大役を任され、とても驚いています。自分に幹事の仕事が務まるのか不安はありますが、お世
話になった花輪高校や仲間たちのために頑張 りたいと思います。

なぜ自分が幹事という大事な役を任せられたのかは分かりませんが、任せられた以上は、お世話になった人や
学校のために頑張りたいと思います。同窓会を盛り上げられるように努力していきたいです。同窓会をやりたい
人は声をかけてください。

このような役に選ばれるのは初めてで、幹事にふさわしくないかもしれませんが、みんなをまとめられるよう
に頑張りたいと思います。

この3年間、本当に楽しく過ごしてきたと思います。そして無事に卒業を迎えることができるのはとても嬉し
いです。まず学年幹事になるということで、任された以上は責任を持つて最後までゃり遂げるよう頑張りたいと
思います。

皆さん、卒業おめでとうございます。私は皆さんと共に卒業できることをうれしく思います。皆さんが互いに
支え合い、競い合って努力した経験を、今後に生かしてはしいと思います。卒業して会えなくなるのはさびしい
ですが、また会えることを楽しみにしています。この仕事も、しっかり務めたいです。

幹事として責任を持つて頑張 りたいです。同窓会の時は皆、集まって下さい。

卒業を迎え、期待と不安でいっぱいです。
肝心なので頑張りたいと思います。そして、

突然引き受けた仕事でかなり心配ですが、幹事という役割はとても
同窓会を良い感じにしたいです。

卒業を迎え、寂しい気持ちでいっぱいですが、同窓会でまた会えること
きたいと思っています。また、幹事としても、みんなが気楽に集まれるよ

を楽しみに新しい環境でも頑張つてい

うに頑張つて務めたいと思います。


